
桑
折
復
興
へ
日
本
酒
完
成

有
志
企
画
'町
内
で
限
定
販
売

2013年(平成25年)12月14日 (土曜日)

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
を
願
い
'
桑

折
町
の
有
志
で
つ
く
る

｢桑
折
憩
会
｣

(鈴
木

清
華
会
長
)
は
13
日
ま
で
に
､
町
内
で
収
穫
さ

れ
た
米
と
水
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
酒

｢純
米
吟
憩

辛
口
桑
折
｣
を
完
成
さ
せ
た
.

同
日
､
町
内
で
お
披
露
目
さ
れ
た
｡

オ リジナル日本酒を手に ｢町の活

気づけになれば｣と話す鈴木会長

同
町
は
震
災
で
多
く
の
家
屋

が
被
害
を
受
け
た
ほ
か
､
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
線
へ
の
不
安

や
農
作
物
の
風
評
被
害
も
残
る

こ
と
か
ら
､
同
会
が

｢町
に
元

気
を
取
り
戻
そ
う

｣
rU
日
本
酒

造
り
に
取
り
組
ん

だ
｡

同
町
産
に
こ
だ

わ
り
'
町
内

で
収
穫
し
た
酒
米

｢夢
の
香
｣

と
､
半
田
銀
山
の
地
下
深
く
か

ら
採
取
し
た
天
然
水

｢香
村
金

剛
水
｣
を
使
用
｡
善
多
方
市
の

大
和
川
酒
造
に
無
道
を
依
頼
し

た
｡
今
回
は
'

一
升
瓶
約
8
-

-
本
分
が
完
成
し
､
町
内
で
の

み
販
売
し
て
い
る
｡

鈴
木
会
長
は

｢と
て
も
飲
み

口
が
良
く
､
香
り
が
素
晴
ら
し

い
｣
と
太
鼓
判
を
押
し
､

｢ぜ

ひ
桑
折
町
に
買
い
求
め
に
来
て

い
た
だ
く
こ
と
で
､
町
内
に
活

気
が
出
れ
ば
｣
と
期
待
を
込
め

る
｡価

格
は

1
升
瓶
が

3
千
円

(税
別
)
､
四
台
瓶
が
1
5
0

-
円

(同
)
0

問
い
合
わ
せ
は
割
烹
仙
台
屋

(電
話
0
2
4
･
5
8
2
･
3

1
6
9
)
へ
｡

節
電
し
て
も
明
る
い

若
枚
･有
紀
の
反
射
板

家
庭
や
事
業
所
で
の
節
電
対

策
で
蛍
光
灯
の
本
数
を
減
ら
し

て
も
明
る
さ
を
維
持
で
き
る
と

し
て
､
会
津
若
松
市
の
住
宅
資

材
製
造
･
販
売
業
､
有
紀

(檎

本
保
社
長
)
が
取
り
扱
う
天
井

照
明
用
反
射
板

｢
ハ
シ
モ
ト
Z

R
2
グ
レ
ー
ド
｣
が
注
目
を

集
め
て
い
る
｡

同
反
射
板
は
､
古
河
電
気
工

業

(東
京
)
が
製
造
し
た
素
材

を
日
本
c
s
s
社

(同
)
が
天

井
照
明
用
と
し
て
開
発
､
有
妃

節
電
対
策
で
注
目
を
集
め
る

天
井
用
照
明
反
射
板

が
墜

死
す
る
｡右
記
に
よ
る
と
､

光
の
反
射
､
拡
散
に
優
れ
て
い

る
の
が
特
長
｡
天
井
と
蛍
光
灯

の
間
に
取
り
付
け
る
だ
け
で
部

屋
の
照
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
'
蛍
光
灯
の
間
引
き
で
の
明

る
さ
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い

た
め
'
経
費
削
減
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
い
う
｡
取
り
付
け

後
の
特
別
な
維
持
作
業
が
い
ら

ず
､
耐
久
年
数
も
長
い
と
し
て

い
る
｡

販
売
を
始
め
て
以
降
'
事
業

所
な
ど
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
い
､
橋
本

社
長
は

｢経
費
や
電
力
使
用
量

の
削
減
に
つ
な
が
れ
ば
｣
と
話

し
て
い
る
｡
問
い
合
わ
せ
は
同

社

(電
話
-
-
4
-
㊨
-
3
0

全
国
ネ
ク
タ
イ
展
で
入
質

福
島
塩
沢
さ
ん
と
生
徒

-
人

～
.

優
秀
賞
受
賞
と
生
徒
の

入
賞
を
喜
ぶ
塩
沢
さ
ん

手
作
り
ネ
ク
タ
イ
と
染
色
教

室
を
主
宰
す
る
福
島
市
森
合
の

塩
沢
清
子
さ
ん
と
生
徒
7
人
は

13
日
ま
で
に
､
東
京
都
内
で
開

か
れ
た

｢全
国
手
作
り
ネ
ク
タ

イ
展
｣
で
入
賞
し
た
｡

巨≡∃=-
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(15) 併願

羽田さん(鷲)グランプリ

東月あかちゃん
フォトコン

人
形
の
東
月

(い
わ
き
市
)

主
催
の

｢東
月
あ
か
ち
ゃ
ん
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
｣
･の
審
査
会

は
12
日
､
同
市
で
開
か
れ
､
福

島
市
の
羽
田
恵
美
子
さ
ん
が
孫

の
渚
君
を
撮
影
し
た
作
品
が
グ

ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
｡

6
回
目
の
今
年
は
-
-
7
貞

の
応
募
が
あ
っ
た
｡
同
社
と
報

道
機
関
関
係
者
ら
が
審
査
し
'

グ
ラ
ン
プ
リ
の
ほ
か
準
グ
ラ
ン

プ
リ
-
点
と
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

賞
を
選
ん
だ
｡

グランプリに選ばれた羽田さんの作品

受
賞
作
は
来
年
1
月
〓
～
13

日
､
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
に
展
示
さ
れ
る
｡

応
募
者
全
員
に
は
､
そ
れ
ぞ
れ

の
画
像
デ
ー
タ
を
使
っ
て
作
製

さ
れ
た
特
製
カ
レ
ン
ダ
ー
が
贈

ら
れ
る
｡

グ
ラ
ン
プ
リ
=
羽
田
恵
美
子
(宿

＼

島
市
)
▽
準
グ
ラ
ン
プ
リ
=
小
林

裕
美

(郡
山
市
)
宮
瀬
杏
子

(宿

島
市
)
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
賞
=
松

末
礼
香

(田
村
市
)
黒
沢
誠
(
い

わ
き
市
)
久
須
美
伸
1
(白
河
市
)

舘
林
静
江

(い
わ
き
市
)
宮
口
美

奈

(伊
達
市
)
斉
藤
政
枝

(い
わ

き
市
)
海
老
名
理
香

(同
)
水
谷

千
春

(郡
山
市
)
添
田
裕
子

(天

栄
村
)
緑
川
愛
美

(い
わ
き
市
)

同
展
に
は
全
国
か
ら
-
5
0

本
の
ネ
ク
タ
イ
作
品
が
寄
せ
ら

れ
､
塩
沢
さ
ん
は
優
秀
賞
を
受

準グランプ
リ
に
選
ば
れ
た

小林さんの作
品

準グランプリに選ばれた
宮瀬 さんの作品

赤
間
幸
子
(福
島
市
)

田
山
登
志
子

(い
わ

き
市
)
原
知
佳

(那

山
市
)
上
野
恵

(い

わ
き
市
)
荒
川
貴
幸

(同
)
鈴
木
愛
書
(釈

城
県
)大
竹
亜
唯
(毒

多
方
市
)
鈴
木
美
枝

千
(い
わ
き
市
)
鳥

羽
絵
荊
香
(福
島
市
)

渡
辺
晶
子
(棚
倉
町
)

坂本さん(鷲)ら表彰
｢緑水苑｣写真コンテス ト

｢生
活
満
足
度
低
い
｣

若
松
に
避
難

大

熊

町

民

ア

ン

ケ

ー

ト

会
津
若
松
市
で
避
難
生
活
を

送
る
大
熊
町
民
の
精
神
健
康
な

ど
を
調
査
し
た
横
浜
国
立
大
大

学
院
国
際
社
会
科
学
研
究
院
の

藤
森
立
男
教
授
(59
)は
13
日
ま

で
に
､調
査
結
果
を
公
表
し
た
｡

調
査
の
結
果
､

｢打
ち
込
め
る

も
の
や
趣
味
､
生
き
が
い
を
感

じ
ら
れ
ず
生
活
満
足
度
が
低

い
｣
と
い
う
結
果
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
｡
来
年
7
月
'
フ
ラ

ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
国
際
応
用

心
理
学
会
で
調
査
結
果
を
発
表

し
､
福
島
の
現
状
と
し
て
伝
え

L......

る
予
定
｡

8
月
に
同
市
の
仮
設
住
宅
で

暮
ら
す
被
災
者
と
会
津
若
松
市

民
を
比
較
す
る
形
で
個
別
面
接

と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
｡
大

熊
町
民
は
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

解
消
法
と
し
て

｢友
人
に
話
を

聞
い
て
も
ら
う
｣
や

｢買
い
物

を
す
る
｣
が
会
津
若
松
市
民
よ

り
も
高
く
､
喫
煙
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
解
消
も
高
か
っ
た
と
い

う
｡

藤
森
教
授

｢心
理
面
重
視
を
｣

藤
森
教
授
は
2
0
0
0

(辛

成
12
)
年
､
伊
豆
諸
島
の
三
宅

島
噴
火
の
際
､
島
外
に
避
難
し

た
島
民
の
研
究
を
す
る
な
ど
災

害
被
災
者
の
心
の
健
康
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
い
る
｡

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
て
藤

森
教
授
は

｢時
間
の
か
か
る
問

題
だ
が
､
被
災
者
の
生
き
が
い

や
生
活
満
足
な
ど
心
理
面
の
復

興
を
重
視
し
た
支
援
が
喫
緊
の

課
題
｣
と
訴
え
て
い
る
｡

民
生
∴
児
童
委
員
13
人

厚
労
相
感
謝
状
を
伝
達

飯
舘

･29人
に
は
委
嘱
状

飯
館
村
の
民
生
委
員
･
児
童

委
員
の
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状民生 ･児童委員の委嘱式

伝
達
式
と
委
嘱
状
伝
達
式
は
2

日
､
福
島
市
の
飯
野
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
｡

菅
野
典
雄
村
長
が
6
年
以
上

民
生
･
児
童
委
員
を
務
め
た
13

人
に
感
謝
状
を
伝
達
｡
小
山
茂

同
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
退

任
委
員
に
盾
を
贈
っ
た
｡ま
た
'

民
生
･
児
童
委
員
29
人
に
委
嘱

状
を
伝
達
し
た
｡
任
期
は
1
日

か
ら
3
年
｡
小
山
会
長
､
菅
野

村
長
は
｢原
発
事
故
後
に
皆
さ

ん
の
活
躍
で
救
わ
れ
た
方
が
大

勢
い
る
｡

1
日
も
早
く
以
前
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
戻
れ
る
よ

う
支
援
'
指
導
し
て
ほ
し
い
｣

と
あ
い
さ
つ
し
た
｡

郡
山
市
亭
久
田
町
の

｢四
季

の
里

緑
水
苑
｣
の
第
15
回
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
は
13

日
､
緑
水
苑
で
行
わ
れ
た
｡

式
で
は
緑
永
苑
の
佐
久
間
繁

豊
能
杯
全
国
高
校
剣
道

あ
す
白
河
で
強
豪
集
う

き
ょ
う
練
習
試
合
披
露

全
国
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

(I
H
)
常
連
校
な
ど
を
招
く

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
第
2

地
域
の
安
全
守
る

防
犯
指
導
に
尽
力

;Jb

｢地
域

の
安
全
安

心
は
地
域

で
守
っ
て

い
く
｣
と

話
す
の
は
福
島
北
地
区
防
犯

指
導
隊
長
の
高
橋
義
博
さ
ん

(73
)=
写
真
｡
年
末
年
始
事

件
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
の
期
間
に
合
わ
せ
､
防

犯
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て

い
る
｡

同
地
区
管
内
に
は
五
つ
の

[㌦
鹿

西
悔
心

ト

ー
_
.

I__._

yuuki
長方形


